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はじめに
ノ ル エ ピ ネ フ リ ン（NE） ア ナ ロ グ で あ る 123I-

Metaiodobenzylguanidine（MIBG）は、心臓交感神
経活性を直接表現できるトレーサーであり、本邦を中
心として、欧州、近年では欧米からさまざまな心疾患
に対しての報告がされている。MIBG 心筋シンチグラ
フィの「治療効果判定」および「予後評価」につき、
過去の報告を交え解説する。

心不全の治療効果判定
心不全の治療において予後改善の報告がされている

薬剤は、β遮断薬、もしくは ACE 阻害薬、ARB、抗
アルドステロン薬などのレニン - アンギオテンシン -
アルドステロン系（RAAS）抑制薬である。心不全症
例におけるβ遮断薬加療後の治療効果判定に MIBG
を用いた検討は多数報告されている。われわれも、拡
張型心筋症に carvedilol を投与し、MIBG 所見が改善
することを報告した［1］。

近年の基礎研究により、アルドステロンが NE の神
経終末への取り込みを抑制すると動物実験より報告さ
れ、RAAS と交感神経活性は密接に関連しているこ
とがわかった［2］。つまり理論的には、RAAS 抑制薬
を投与することにより、アルドステロンの作用をブ
ロックし、MIBG の集積が改善することが予想される。
そこで、われわれは慢性心不全症例に対し、さまざま
な RAAS 抑制薬、すなわち ACE 阻害薬［3］、ARB［4-6］、
抗アルドステロン薬［7-10］、およびトラセミド［11］の投
与後に MIBG 集積が改善することを報告した。

心不全の予後評価
Merlet ら［12］が、1992 年に慢性心不全の予後予測

として、左室駆出率と同様に MIBG から算出した後
期 H/M 比が有用であると報告して以来、さまざまな
検討がなされ、現在まで多数報告されている。本邦か
らの代表的な報告は、Nakata ら［13］が多施設共同研

究にて後期 H/M 比が 1.68 以下で予後が増悪すると報
告し、Imamura ら［14］は洗い出し率（WR）が 63％
以上で予後不良と結論づけた。近年では、突然死の予
測にも有用とされており、Tamaki ら［15］が WR の亢
進している症例群が突然死のリスクが高いと報告し、
Akutsu ら［16］は、後期 H/M 比の低下症例群にて、致
死性不整脈が多いことを証明した。

また、既述のごとく治療後に集積が改善することが
わかっているため、われわれは心不全で入院した症例
を対象とし、退院時の代償期に一度検査し、半年後の
安定期に再検査し比較することで予後の検討を行っ
た。Cox 比例ハザードモデルにて、退院時の WR と
加療半年後 WR の差である delta-WR が心臓死の独立
規定因子としてあがり［17］、両者を比較すると delta-
WR のほうが優れた予後規定因子であった［18］。以上
より、MIBG の予後予測は退院時代償期の一回の検査
でも有用であるが、症状の安定した慢性期に再評価し
たほうがより精度の高い検査となる可能性がある。
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Usefulness of nuclear cardiology for prognostic value and therapeutic effects
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